
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第４回 学区別会議（中洲学区） 

 

日時：平成 25 年 9 月 25 日（水） 

19：30～21：30 

場所：中洲会館 

 

 

 

次  第 

 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第３回検討結果の説明 

３．意見交換（テーブル毎に） 

○前回のふりかえり 

○学区のまちづくりの取り組みを考える 

４．結果の発表・共有 

５．次回の予定など 



 



守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 
 

【 中洲学区 】 

            H250715 現在  敬称略 

№ 自治会 名前 

1  新庄 中島 保男 なかじま やすお 

2  新庄 川村 晃夫 かわむら あきお 

3  新庄 中島 耕治 なかじま こうじ 

4  新庄 山口 幸子 やまぐち ゆきこ 

5  服部 田中 勝次 たなか かつじ 

6  服部 津田 昭憲 つだ あきのり 

7  服部 大塚 唯昭 おおつか ただあき 

8  服部 石原 紀代子 いしはら きよこ 

9  立田 本城 眞佐一 ほんじょう まさかず 

10  立田 木村 穂 きむら みのる 

11  立田 井入 誠一 いいり せいいち 

12  立田 深尾 あや子 ふかお あやこ 

13  幸津川 伊藤 五作 いとう ごさく 

14  幸津川 樋上 隆 ひのうえ たかし 

15  幸津川 下出 壽宏 しもで としひろ 

16  幸津川 上路 美智代 うえじ みちよ 

17  小浜 中西 雅次 なかにし まさつぐ 

18  小浜 田中 弥 たなか わたる 

19  小浜 高倉 正 たかくら ただし 

20  小浜 中島 てる子 なかじま てるこ 

 
事務局  

・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・井入 秀一 ・木村 芳次 ・川上 かよ子 ・吉原 史雄 
・奥村 彰彦 ・前田 雅人 ・貞松 純子 
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学
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の
進
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会
議
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務
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力
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性
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検
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力
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・
ま
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特
徴
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で
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②
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史
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自
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け
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回
 

 宝
も
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を

活
か

し
た

学
区

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
を
考
え
る
 

  

(1
)前

回
（
第
２
回
）
の
到
達
点
を
確
認
 

・
地

域
の

特
徴
、
資

源
の

特
性

を
確

認
・

共
有
 

・
大

き
な
見
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と
し
や
考
え
方
の
違
い
は

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
 

(2
)ま

ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向
 

・
ま

ち
の
主
な
問
題
点
や
課
題
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何
で
し

ょ
う
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今
の
問
題
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そ
し
て
子
や
孫
の

時
代
も
見
通
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

・
学

区
活
性
化
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
ど

ん
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ま
ち

に
な

っ
て

ほ
し
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思
い

ま
す
か
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第
４
回
（

本
日
）
 

 
（

ま
ち

づ
く

り
の

テ
ー

マ
に
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て
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進
め
た
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組
を
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(1
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３
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到
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点
を
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ま
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く
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理
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デ
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。
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。
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と
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５
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と
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ャ
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フ
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ラ
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の
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進
 

・
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（
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域
、

市
等
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手

順
な

ど
 

 

・
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域
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特
徴
・
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デ

ー
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整

理
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ピ
ッ
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・
学

区
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と
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ま
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ー
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・
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く
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収
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組
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め
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の
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・
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の
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年８月 21 日（水）午後 8 時から中洲会館において、守山まるごと活

性化プラン検討委員会の第３回学区別会議を開催しました。 

中洲学区にお住まいの住民１５名に、滋賀県立大学の濱﨑先生や学生さんも加

わり、まず、前回会議で出された意見について、大きな見落としがないかなどふ

りかえりをしました。次に、学区のまちづくりを進めていく上での課題や方向性

について話し合い、最後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ３つのテーブルに分かれ、前回会議で出された中洲学区の『良いところ』や『たからもの』の確

認を行い、さらに、それらの特徴をもとに、『学区のまちづくりの課題』を話し合いました。 

○ 『たからもの』としては、地域でお金を出し合って助け合う仕組み「講」が抜けているという意

見がありました。伊勢講、愛宕講、頼母子講（融通講）、行者講など、目的に応じてさまざまな「講」

を活用してきた中洲の歴史・文化が感じられました。また、中洲地区の世帯数分のイルミネーショ

ンを飾る「ふれあいの灯」は外せないという意見がありました。 

○ 『まちづくりの課題』については、「野洲川や伏流水に親しめなくなっている状況」と「少子高齢

化と人口減少」、「地域へのつながりの希薄化」の３つが各テーブルから共通して上げられました。 

○ 『今後のまちづくりの方向性』としては、「野洲川で水や自然に親しむことのできる仕組み、河川

敷の公園化、きれいな水が里中を流れホタルが飛ぶまち」、「人口減少を食い止めるため、地区計

画の検討・策定を進める」、自治会単位ではなく「学区全体で協力できることを考える」など、今

後のまちづくりのヒントになるような意見が多く出されました。 

 

 

 

 

 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：本城学区長より 

②内容説明：会議当日のプログラム内容、第２回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回会議のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの課題と方向』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成 25 年９月発行

第３回 

学区別会議 

[中洲学区] 

■滋賀県立大学 濱﨑先生のコメント 

人のつながりの強さや人柄の良さといったものが、少子高齢化によって薄れつつあるな

ど，たからものが「たからであったもの」になりかけているという意見が出ていた。 

課題の中に、水路に水が流れなくなったという意見があったが，滋賀県では川から埋渠

で綺麗な水を引いている所がいくつかあり、昔は幸津川でも行われていたとのことで

あった。発想を変えて自由に考えると、何か次に繋がることも出てくるのではないかと

思う。 

学区別会議の様子 

テーブル毎に中洲学区の『まちづくりの課題と方向』について話し合いました 

▲結果を発表してみんなで共有
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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 第３回 

 

1. 実施概要 

 
学区・回 中洲学区 第３回 

日 時 2013 年 8 月 21 日（水） 20：00～22：00 

会 場 中洲会館 

参加者 

住民 14 人（新庄 2人、服部 4人、立田 4人、幸津川 2人、小浜 2人） 

濱﨑先生、県立大学生１人 

守山市（井入、木村、川上、坪内） 

地域未来研究所（奥村、山田、前田） 

会場設営 ３テーブルを配置。くじでテーブルを指定して着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（本城学区長） 

 

２．説明 

①本日の進め方（奥村） 

②第２回検討結果の説明（奥村） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、抜けているたからものの追加、分類の再検

討を行った。 

・地域でお金を出し合って助け合う仕組み「講」を追加するよう意見があった。伊勢講、

愛宕講、頼母子講（融通講）、行者講など、目的に応じてさまざまな講を活用してきた。

・また、中洲地区の世帯数分のイルミネーションを飾る「ふれあいの灯」は外せないとい

う意見があった。 

②学区のまちづくりの課題と方向 

・学区が抱える問題点や課題について議論したところ、各テーブルとも共通して「水」と

「高齢化・人口減少」に関する意見が数多く出された。 

・カードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 

 

４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表が地域の課題、課題に対応するための方針について検討結果

を発表。 

・テーブルに共通して、「少子高齢化」、「野洲川や伏流水など水」「地域へのつながりに対

する意識の変化（希薄化）」に関する課題が挙げられた。 

・今後のまちづくりの方向として、「野洲川で水や自然に親しむことのできる仕組み、河
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川敷の公園化、きれいな水が里中を流れホタルが飛ぶまち」、「人口減少を食い止める

ため、地区計画の検討・策定を進める」、自治会単位ではなく「学区全体で協力できる

ことを考える」など、様々な意見が出された。 

 

５．コメント（濱﨑先生） 

・人のつながりの強さや人柄の良さといったものが、少子高齢化によって薄れつつあるな

ど，たからものが「たからであったもの」になりかけているという意見が出ていた。

・課題の中に、水路に水が流れなくなったという意見があったが，滋賀県では川から埋渠

で綺麗な水を引いている所がいくつかあり、昔は幸津川でも行われていたとのことで

あった。発想を変えて自由に考えると、何か次に繋がることも出てくるのではないか

と思う。 

 

６．次回の予定など 

・次回会議の開催日時は、自治会長会議で決め、市からお知らせする。 

 
第 3回中洲学区会議の様子 
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2. 第３回学区会議の意見まとめ 

 

地域のまちづくりの課題やまちづくりの方向性をまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜中洲学区のまちづくりの課題＞ 

■水に親しめなくなっている 

① 野洲川の河川敷へ気軽に降りていけない、荒れ放題の状態で行くと危ないと言われるようになっ

てしまった。また、川に魚が減ってしまった。 

② 伏流水がない、集落内の川に水がない。 

■少子高齢化・人口減少 

③ 若年層世代が流出するなど、少子高齢化が進展している地域である。空き家の増加も問題。 

④ 老人世帯、独居老人の増加や、高齢化により自衛消防が成立しなくなってきている。 

■地域の伝統・行事・活動の担い手不足 

⑤ 青年団の人数が少なくなっている。原因は人が減っていることに加え、入る割合も減少。 

⑥ 行事のスタッフは 40 歳以上が多く、20～30 代の参加が少ない。 

⑦ 地域の各種行事の担い手が不足し、伝統行事の継承困難、形骸化や消滅が危惧される。 

■地域産業の衰退 

⑧ 農業の後継者不足、農地の放棄による空き地の増加。 

⑨ 大型店進出のため自営の小売業の縮小、後継者の確保困難。 

⑩ そもそも、若者の働く場（会社など）が少ない。 

■活気あるまちづくりを阻害する土地利用 

⑪ 市街化調整区域のため家を建てにくい。 

⑫ 商店街などがなく、町に活気がない。また各自治会が離れているため学区の連続性が低い。 

■集まる場所・イベントが不足 

⑬ 若者が集まれる場が無く、活気に欠ける。 

■公共交通が不便 

⑭ 公共交通が不便な地域で、車に頼らざるを得ない。 

⑮ 送迎必須の地域、特に１人暮らしの高齢者は不便。 

■つながりが強すぎる 

⑯ 地域のつながりが強すぎることで、新たに入ってくる人にとってハードルが高い部分がある。 
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2
.1

 
地

域
の

ま
ち

づ
く

り
の

課
題

、
方

向
 

 
学

区
の

課
題

 
具

体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

水
に
親

し
め

な
く

な
っ

て
い
る
 

野
州

川
が
気

軽
に

親
し

め
る

川
に
な
っ
て
い
な
い
 

○
 

野
洲

川
で
子

ど
も

も
高

齢
者

も
楽

し
く

遊
び

、
自

然
に

親
し

む
こ

と
の

で
き

る
仕

組
み
 

○
 

学
区

全
体
の

目
線

で
河

川
敷

の
公

園
化
 

○
 

き
れ

い
な
水

が
里

中
を

流
れ

昔
み

た
い

に
ホ

タ
ル

が
飛

ぶ
ま

ち
に

 

な
ど
 

気
軽

に
野
州

川
に

降
り

て
い

な
い
 

昔
は

身
近
な

野
州

川
で

あ
っ

た
が
、
遠
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
 

川
が

あ
ま
り

流
れ

な
い

の
で

汚
く
、
雨
水
専
用
の
よ
う
な
状
態
 

河
川

敷
が
荒

れ
放

題
の

状
態

で
近
寄
り
が
た
く
、
危
な
い
 

川
に

魚
が
減

っ
た

／
川

に
魚

が
住
め
な
い
 

ホ
タ

ル
が
い

な
く

な
っ

た
 

野
州

川
の
伏

流
水

が
無

い
、

集
落
内
の
川
に
水
が
な
い
 

湧
き

水
が
な

く
、

環
境

が
悪

い
 

竹
や

ぶ
が
な

く
な

っ
て

い
る
 

少
子

高
齢
化

・
 

人
口

減
少
 

高
齢

者
が
増

え
て

い
る
 

○
 

地
区

計
画
の

検
討

・
策

定
を

進
め

る
 

○
 

若
い

人
の
意

見
を

吸
い

上
げ

て
方

向
性

・
解

決
策

の
参

考
に
 

な
ど
 

子
ど

も
が
少

な
く

な
っ

て
い

る
 

8
0
代
で
も
農
作
業
で
若
返
り
が
必
要
 

老
人

世
帯
・

独
居

老
人

の
増

加
 

自
衛

消
防
が

高
齢

化
で

成
立

し
な
い
 

空
き
家
が
増
え
て
行
っ
て
い
る
（
ア
ラ
イ
グ
マ

e
t
c
が
住
み
つ
い
て
い
る
）
 

過
疎

化
 

３
年

後
位
に

な
る

と
１

年
生

に
入
学
す
る
子
ど
も
が

8
名
ぐ
ら
い
に
な
る
 

若
い

人
が
少

な
く

活
気

が
な

い
 

若
年

層
の
流

出
 

人
口

が
増
え

る
要

素
が

な
い
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学

区
の

課
題

 
具

体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

地
域
の

伝
統

・
行

事
・
活
動

の
担
い

手

不
足
 

青
年

団
が
少

な
く

な
っ

て
い

る
（
人
が
減
っ
て
い
る
＋
入
る
割
合
も
減
っ
て
い
る
）
 

○
 

学
区

で
協
力

出
来

る
こ

と
を

考
え

る
 

○
 

「
食

文
化
」
の
伝

承
は

女
性

が
中

心
？

→
女

性
の

地
域

活
動

へ
の

参
加

推
進
 

な
ど
 

行
事
の
ス
タ
ッ
フ
が

4
0
歳
以
上
、
2
0
歳
、
30

歳
の
人
の
参
加
が
少
な
い
 

地
域

の
各
種

行
事

の
担

い
手

が
不
足
し
、
行
事
が
こ
な
せ
な
い
 

祭
り
に
神
輿
を
担
ぎ
手
が
な
い
（
土
日
に
仕
事
、
部
活
が
あ
る
/
若
い
者
が
い
な
い
/
意

識
が

な
い
）
 

伝
統

行
事
の

継
承

困
難

、
形

骸
化
・
消
滅
 

小
学

生
が
少

な
く

団
体

行
動

を
し
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
地
域
の
行
事
が
伝
承
で
き
な

い
 

若
年

層
だ
け

で
な

く
、

全
年

代
で
地
域
へ
の
つ
な
が
り
（
近
所
、
神
社
・
お
寺
）
が
希

薄
化
 

次
世

代
（
若

年
層

）
の

社
会

的
価
値
観
の
変
化
 

中
学

生
～
子

ど
も

が
で

き
る

ま
で
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
 

子
ど

も
み
こ

し
は

小
学

生
だ

け
な
の
で
、
親
世
代
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
る
 

老
人

ク
ラ
ブ

に
入

る
人

も
減

っ
て
い
る
 

地
域

と
の
つ

な
が

り
（

仲
間

）
に
入
れ
な
い
人
を
ど
う
す
る
の
か
？
 

ユ
ニ

ー
ク
な

食
も

「
過

去
形

」
に
な
り
つ
つ
あ
る
 

鮒
寿

司
も
作

る
の

が
大

変
。

「
レ
ン
ジ
で
チ
ン
」
世
代
は
敬
遠
 

伝
え

る
こ
と

の
難

し
さ
 

地
域

の
役
を

す
る

人
は

男
性

が
多
い
。
女
性
の
参
加
が
不
足
。
 

 

8



 

 
学

区
の

課
題

 
具

体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

地
域
産

業
の

衰
退

空
き

地
が
や

た
ら

と
多

い
（

農
地
の
放
棄
）
 

○
 

企
業

を
呼
ぶ
 

な
ど
 

自
営

の
小
売

業
の

縮
小

（
大

型
店
の
進
出
の
た
め
）
、
後
継
者
の
確
保
が
困
難
 

若
い

人
が
農

業
し

な
い
 

若
者

の
働
く

場
（

会
社

な
ど

）
が
少
な
い
 

農
業

後
継
者

不
足

 

活
気
あ

る
ま

ち
づ

く
り
を

阻
害

す
る

土
地

利
用
 

市
街

化
調
整

区
域

の
た

め
家

を
建
て
に
く
い
 

○
 

地
区

計
画
の

検
討

・
策

定
を

進
め

る
 

な
ど
 

分
家

が
で
き

な
い

 

商
店

街
な
ど

が
な

く
、

町
に

活
気
が
無
い
 

各
自

治
会
が

離
れ

て
い

て
学

区
と
し
て
の
連
続
性
が
低
い
（
点
か
ら
面
へ
）
 

道
路

整
備
が

不
十

分
 

集
ま

る
場
所
・
イ
ベ

ン
ト

が
不
足
 

魚
つ

か
み
イ

ベ
ン

ト
が

で
き

る
場
所
が
あ
る
と
良
い
 

○
 

野
洲

川
で
子

ど
も

も
高

齢
者

も
楽

し
く

遊
び

、
自

然
に

親
し

む
こ

と
の

で
き

る
仕

組
み
 

な
ど
 

若
者

が
集
ま

れ
る

場
が

な
く

、
活
気
に
欠
け
る
 

人
が

集
ま
る

場
所

が
あ

る
と

良
い
 

公
共
交

通
が

不
便

公
共

交
通
が

不
便

（
バ

ス
が

少
な
く
、
２
時
間
に

1
本
の
時
間
も
）
 

○
 

ふ
れ

あ
い
交

通
の

活
用
 

な
ど
 

車
を

使
う
人

が
多

い
の

で
バ

ス
の
本
数
が
減
っ
た
 

車
に

乗
ら
ざ

る
を

得
な

い
、

送
迎
必
須
の
地
域
 

特
に

１
人
暮

ら
し

の
高

齢
者

は
不
便
 

つ
な
が

り
が

強
す

ぎ
る
 

つ
な

が
り
が

強
い

こ
と

で
新

し
い
人
が
入
り
に
く
く
感
じ
る
 

－
 

新
し

い
人
が

入
る

こ
と

に
対

す
る
人
々
の
意
識
の
違
い
（
拒
絶
感
を
持
つ
人
も
）
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 （注）第 2 回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。赤字は第３回会議での追加・修正意見 

④ 素晴らしい風景眺望と豊かな自然 

季節感のある田園風景・眺望、豊かな自然 

② 歴史ある伝統・文化 

由緒ある神社仏閣、今に伝わる伝統文化・祭り・行事 

① 人のつながりの強さ、人柄の良さ 

まちづくり活動・ボランティア活動・助けあいの心 

③ 住み良い町、お年寄りが元気な町 

静かでのどかで安全な町、お年寄りが元気なまち 

中洲学区のたからもの 

祭
り
や
行
事
で
の
一
体
感 

住
民
の
愛
着
・
誇
り 

人が集う仕組み 

安
全
・
安
心 

季
節
感
を
感
じ
ら
れ
る 

賑
わ
っ
た
湖
岸
の
歴
史
・
く
ら
し 

祭り・行事 

神社仏閣 

みんなで地域を見守る活動 

伝統文化継承

の機会にもな

っている。 

水にまつわる歴史と文化の今と昔 

田園風景、対岸の眺望 

田植え稲刈り期の田園風景など 

三上山

新庄大橋 新庄コスモス園近くの堤防 

比良・比叡山

水に関わる自然 

ホタル

野洲川の北流

カブトムシや

クワガタ 

豊かな自然 

住みやすさ 

静かな町 のどかな町 

治安の良い町 
快
適 

畑が社交場

80 代でも農作業

元気なお年寄り 

健
康 

ふれあい交通

雅楽の演奏

木もれ陽 
コンサート

老人サロン

盆おどり

遊歩道の整備 

スクールガード 

痴漢対策 火の用心 

鮨切り祭り 左義長

ちまき祭り亥の子

勧請吊り

氏 神 祭 礼

ちりんさん 

湯上げ

井戸 出湧 水路等

おかあさんの湯

特産物やユニークな食 

円福寺

鹿嶋神社

立光寺

プール 運動会

み
ん
な
が
協
力
的 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
豊
か 

地域の 
代表的な祭り 

歴史遺産 

地蔵盆 

集いの場 

コスモス園 

桜を地域で管理 公園 

散歩道 

お寺や神社で開催 

服部遺跡 

埋蔵文化財センター

魅
力
あ
る
味
・
産
物
等 

青（農業振興）地 胡蝶蘭の生産

出荷組合（洗い場）

みそ茶 

鮒寿司 丸大根千石まめ

お汁

蚕（昔）

盆おどりがない（立田：昔から盆おどりが
行われると、その年に堤防が切れたから）

神社、お寺など

の連携強い。 

伊勢講

伊勢講 愛宕講

頼母子講 

（融通講）

行者講（幸津川）

下新川神社

大日堂

若
い
人
で
は
希
薄
化
目
立
つ

（
青
年
団
が
な
く
な
っ
た
り

し
て
い
る
） 

中洲ふれあいの灯 夏祭り

健康やスポーツ 

中洲グランドゴルフ大会 

ハイキング ビックレイク

自転車レース サイクリングコース

ゲートボール

大般若経 

鯉のあらい文化祭 

兵主大社

秋：ススキ 

冬：近江富士 服部大橋 

東：近江富士 
西：琵琶湖、比叡・比良連峰など

ビックレイクや野洲

川を活用した健康・

スポーツの活動 
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 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

中洲学区の課題・活性化の方向性 

人口増加が見込めない

人が入ってきやすいまちづくり 

○地区計画の検討・策定など土地利用

の仕組みを見直す 

○昔ながらの付き合い方も見直すべ

きことは見直す、新旧住民が融和で

きる仕組みを考える 

高齢者の増加 

若年層の流出

空き家の増加 

子どもの減少

過疎化

老人世帯・独居老人の増加

市街化調整区域のため住宅の建築が困難 

自治会が分散しており学区としてのまとまりが少ない 

道路整備が不十分 

商店街等がなく、活気が無い 

活気のあるまちづくりを 

阻害する土地利用 

自営業の縮小 

農業の後継者不足 

就職口が少ない 

耕作の放棄などのための空き地が多い 

地域産業の衰退 

地域の産業が元気なまちづくり 

○企業誘致 

○農業の多面的な活用 

行事の担い手不足 

（神輿の担い手不足など）

伝統行事の継承困難、形骸化・消滅

人のつながりが希薄化

全世代で地域とのつながりが希薄化

独自の食文化の衰退

若年層の社会的価値の変化

女性の参加不足 

地域の伝統行事 

活動の担い手不足 

公共交通が不便 

バスの便数の減少 

車の運転、送迎が必要 

特に独居老人には不便 

地域のつながりが強いため、新参者が入りにくい 

新参者に対する地元の人々の意識の相違 

つながりが強すぎる 
おでかけしやすいまちづくり 

○ふれあい交通の活用 

流水量が少なく、環境が悪い

水辺や水中の生物の減少

河川敷が荒れ、近寄りがたい

野洲川が身近な川でなくなった

竹やぶがなくなった 

集落内の川に水がない

魚つかみのイベントが出来るとよい

若者の集まる場所がなく活気が無い

人が集まる場所があるとよい

野洲川等で各世代が遊び・ 

親しめる仕組づくり 

○野洲川で子供も高齢者も楽しく遊び、

自然に親しむことができる仕組み検

討・策定 

○若者が集まる場所、楽しむ機会を作る

水に親しめなくなっている 

集まる場所・イベントが不足 

学区全体にホタルが飛び 

豊かな水が流れるまちづくり

○学区全体の目線での 

河川敷の公園化 

○きれいな水が里中を流れホタ

ルの飛ぶまちに 

食文化を活かした女性が参加できるまちづくり 

○「食文化」の伝承は女性が中心？ 

→女性の地域活動への参加推進 

少子高齢化・人口減少 

青年団の減少 

公共交通が不便 

若者の意見が 

活きるまちづくり 

○若い人の意見を吸い上げ

て方向性・解決策の参考に

○若者が発言したり気軽に

参加できる機会を作る 

地域とのつながりに 

入れない人をどうするのか

地域の伝統を残し活かすまちづくり 

○学区全体で協力出来ることを考える 
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第４回 中洲学区活性化の取組 

【活用するたからもの】 

ユニークな食文化 

【活性化の取り組み】 

食文化を活かした女性が参加できるまちづ

くり 

・女性の積極的な参加による歴史的な食

文化の継承 など 

＜第３回会議で出して頂いた取り組み＞ 

・綺麗な水が里中を流れホタルが飛ぶまちに ・地区を越えて協力出来ることを検討 

・ふれあい交通の活用促進 ・地区の若者の声を反映した行事運営 

・若年層の集まる場所、楽しむ場所づくり ・若年層のニーズを把握する仕組み検討 

・地区計画の検討・策定  ・企業誘致 

・農業の多面的な活用          など 

【活用するたからもの】 

野洲川河川敷 など 

【活性化の取り組み】 

野洲川などの「水」に関するたからものを

活用し、各世代が集まり楽しむ場を作る 

・河川敷の公園化 

・魚つかみイベント など 

まちづくりの方向 課題 

第３回 学区の課題とまちづくりの方向 

●集まる場所・イベントが不足 

・ 若者の集まる場所がなく活気ない

●水に親しめなくなっている 

・ 流水量が少なく、環境が悪い 
・ 水辺や水中の生物の減少 
・ 河川敷が荒れ、近寄りがたい 
・ 集落内の川に水がない 

●伝統行事・活動の担い手不足、

伝統・文化の継承困難 

・ 青年団の減少 
・ 全世代で人のつながり希薄化 
・ 独自の食文化の衰退 
・ 若年層の社会的価値の変化 
・ 女性の地域活動への参加不足 

●少子高齢化・人口減少 

・ 高齢者や空き家の増加、過疎化 
・ 老人世帯・独居老人の増加 
・ 若年層の流出、子供の減少 
・ 人口増加が見込めない 

●活気あるまちづくりを阻害する土

地利用 

・ 市街化調整区域で住宅建築困難 
・ 自治会が分散しており学区として

のまとまりが少ない 
・ 道路整備が不十分 
・ 商店街がなく活気がない 

●地域産業の衰退 

・ 自営業の縮小 
・ 就職口が少ない 
・ 耕作の放棄で空き地増加、農業の

後継者不足 

●公共交通が不便 

・ バス便数減少など公共交通不便 
・ 車、送迎が必須な地域 
・ 特に独居老人には不便 

●つながりが強すぎる 

・ 新参者が入りにくい 
・ 地域とのつながりに入れない人を

どうするのか 

野洲川などで各世

代が遊び・親しめる

仕組づくり 

学区全体にホタル

が飛び豊かな水が

流れるまちづくり 

若者の意見が活き

るまちづくり 

食文化を活かした

女性が参加できるま

ちづくり 

おでかけしやすいま

ちづくり 

地域の産業が元気

なまちづくり 

人が入ってきやすい

まちづくり 

地域の伝統を残し

活かすまちづくり 

特徴 たからもの 

第２回 学区の特徴とたからもの 

●水にまつわる歴史・文化 
・ ちりんさん、井戸、出湧、水路 

など 

①
人
の
つ
な
が
り
の
強
さ
、

人
柄
の
良
さ 

②
歴
史
あ
る 

伝
統
・
文
化 

③
住
み
良
い
ま
ち
、 

お
年
寄
り
が
元
気
な
ま
ち 

④
素
晴
ら
し
い
風
景
眺
望
と 

豊
か
な
自
然 

●ユニークな食 
・ 千石まめ、みそ茶、鯉のあらい 

など 

●歴史遺産 
・ 服部遺跡、大般若経、埋蔵文化

センター など 

●水に関わる自然、豊かな自然 
・ 野洲川の北流、ホタル 
・ カブトムシやクワガタ 

●田園風景、対岸の眺望 
・ 田植え稲刈り期の田園風景 
・ 比良・比叡山、三上山（近江富

士）などの眺望 

●神社仏閣 
・ 下新川神社、鹿嶋神社、兵主神

社 など 

●祭り・行事 
・ 鮨切り祭り、中洲ふれあいの灯、

木もれ陽ｺﾝｻｰﾄ など 

●人が集う仕組み 
・ 老人サロン、ふれあい交通、伊

勢講やその他講 など 

●健康やスポーツ 
・ グランドゴルフ大会、ビックレ

イク、サイクリング など 

●住みやすさ 
・ 静か、のどか、治安が良い 

●地域を見守る 
・ 痴漢対策、火の用心、スクール

ガード 

●集いの場をつくる 
・ コスモス園、桜を地域で管理、

遊歩道の整備 など 

●お年寄りが元気 
・ 80 代でも農作業現役 

「たからもの」と「まちづくりの方向」を関連

づけて、どんなことができるか、何をしたら学

区が元気になるか、考えてみてください！ 

これは例です、参考にどうぞ。 

（注）第２，３回のワークショップ会議で記入されたものから抜粋 

第３回会議ではすでにこん

なアイディアが出ています。

これらをもっと具体的にす

ることも考えましょう！ 

第２回と第３回の成果を踏まえ、第４回は中洲学区を活性化する取り組みを考えます 
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